
　

Ｈ
Ｒ
活
動
は
、年
間
35
単
位
時
間
以
上
、

ク
ラ
ス
単
位
や
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
単
位（
※
欄
外

参
照
）で
行
う
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
を

踏
ま
え
て
長
田
先
生
は
問
い
か
け
る
。

「
全
校
や
学
年
集
団
で
の
取
組
は
Ｈ
Ｒ
活
動

に
入
り
ま
せ
ん
。Ｈ
Ｒ
活
動
、35
時
間
以
上
行

っ
て
い
ま
す
か
？　

し
て
い
な
い
と
未
履
修
の

問
題
に
な
り
ま
す
よ（
笑
）」

　

冗
談
め
か
し
な
が
ら
も
こ
の
点
を
強
調
す

る
の
は
、Ｈ
Ｒ
活
動
こ
そ
が
特
別
活
動
の
中

核
と
な
る
べ
き
も
の
だ
か
ら
だ
。

 

「
ク
ラ
ス
の
問
題
を
議
論
す
る
と
き
だ
け
で

な
く
、学
校
行
事
で
何
を
や
る
か
決
め
る
と

き
も
、生
徒
会
活
動
の
役
員
や
委
員
を
選
ぶ

と
き
も
、Ｈ
Ｒ
活
動
の
話
し
合
い
が
土
台
と

な
り
ま
す
。
生
徒
が
自
分
た
ち
の
課
題
に
つ

い
て『
合
意
形
成
』や『
意
思
決
定
』を
行
う

と
き
の
中
心
の
場
と
な
る
の
が
Ｈ
Ｒ
活
動
で

あ
り
、そ
う
し
た『
生
徒
が
自
分
で
決
め
る
』

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
、実
社
会
で
も

生
き
る
資
質
・
能
力
を
育
む
の
が
、特
別
活

動
の
学
び
の
肝
な
の
で
す
」

　

で
は
Ｈ
Ｒ
活
動
を
ど
う
展
開
す
れ
ば
、特

別
活
動
だ
か
ら
こ
そ
学
び
う
る
知
識
や
思

考
力
や
人
間
性
―
―
い
わ
ゆ
る
資
質
・
能
力

の
三
つ
の
柱
を
育
め
る
だ
ろ
う
。

　

年
間
35
時
間
の
う
ち
、学
校
行
事
に
関

連
す
る
内
容
に
何
時
間
か
は
割
か
れ
る
が
、

こ
こ
を
た
だ
の
行
事
の
準
備
と
捉
え
る
と
、

Ｈ
Ｒ
活
動
は
行
事
の
下
請
け
に
な
る
。
長
田

先
生
が
ポ
イ
ン
ト
に
あ
げ
る
の
は
、例
え
ば

体
育
祭
絡
み
で
Ｈ
Ｒ
活
動
を
数
時
間
取
る

な
ら
、何
を
目
指
す
の
か
、行
事
の
成
功
の

先
に
あ
る
ゴ
ー
ル
ま
で
見
据
え
、一
連
の
活
動

の
題
材
を
設
定
す
る
こ
と
だ（
図
５
参
照
）。

つ
ま
り
「
体
育
祭
の
た
め
に
Ｈ
Ｒ
活
動
を
使

う
」の
で
な
く
、「
体
育
祭
と
い
う
生
徒
が
自

分
事
に
し
や
す
い
切
迫
感
あ
る
事
象
を
使
っ

て
、Ｈ
Ｒ
活
動
を
行
う
」の
だ
。

　

そ
し
て
そ
の
題
材
を
念
頭
に
置
い
て
、図

６
の
よ
う
に
合
意
形
成
や
意
思
決
定
を
行

う
授
業
を
展
開
す
る
の
だ
が
、こ
の
点
は
次

ペ
ー
ジ
以
降
で
詳
し
く
触
れ
た
い
。

「
生
徒
が
自
分
で
決
め
る
」と
い
う

学
習
プ
ロ
セ
ス
が
特
別
活
動
の
肝

「
行
事
の
た
め
」で
は
な
く

「
行
事
を
使
っ
て
」Ｈ
Ｒ
活
動
を

ホームルーム活動を
特別活動の

中核として考える
年間指導計画までまとめたら、次は行事の事前・事後指
導を含むＨＲ活動の指導案の作成です。特別活動ではこ
のHR活動を、補助的な役割ではなく、中核に据えていき
ます。

ホームルーム活動の題材の設定図5

１．題材

２．題材設定の理由

集団生活を考えよう 希望の進路に向けて

「体育祭で優勝しよう」
ではなく…

「よりよい学習方法を見つけよう」
ではなく…

内容項目
（１）ウ 学校における多様な集
団の生活の向上
に当てはまる

内容項目
（３）イ 主体的な学習態度～
（３）エ 主体的な進路～
に当てはまる

HR活動の１２内容項目（＊）に当てはまる大きな概念に設定する

クラス全員に
関わること 合意形成→ 自己に関わること 意思決定→

その目標の先にあるゴールを考える

学習指導要領の内容項目と照合する

例）

なぜその題材にHR活動で取り組むのか、生徒の実態を踏まえて理由を
明確にする → その学校やクラスならではの指導のねらい（育みたい資
質・能力）が定まる

※ホームルームとは「共に生活や学習に取り組む生徒で構成される集団」のこと（学習指導要領解説 特別活動編）。
　一般的にはクラスであり、単位制の高校ではホームルームの集まりがこれにあたる。

＊学習指導要領に記載されたHR活動の１２内容項目｡8ページ参照｡

ホームルーム活動の授業の展開図6

議題の提案と説明
原則生徒が司会

クラス全体での
話合い活動

題材の共有と理解
原則教師が促す

グループなどでの
話合い活動

合意形成

実践へ（意欲付け）

意思決定

実践へ（意欲付け）

集団活動 ＊2

実践的な活動 ※2

合意形成を伴う授業
 内容項目（１）＊１

導
入
・
開
始

展
開

ま
と
め

意思決定を伴う授業
 内容項目（２・３）＊1

指導上の留意点

切迫感があり
クラスの現状に合致

切迫感があり
自分事として捉える

次の活動へのガイダンスも

互いのよさや可能性を
引き出す。一人での活
動ばかりでは特別活動
ではない。

クラス全体での合意。
安易な多数決にならな
いように。

生徒が自分事として
捉えることができるか

客観的データ（生徒
のアンケート等）の提
示も有効

＊１　HR活動の12内容項目のこと。8ページ参照。
＊２　「集団活動」と「実践的な活動」が特別活動の特質。9ページ参照。

142019 JUL. Vol.428



HR活動の
指導案
を作成する

集
団
と
し
て
の「
合
意
形
成
」と

個
人
と
し
て
の「
意
思
決
定
」を
実
践

Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
１
、
2
で
ま
と
め
た
全
体
計
画
と
年
間
指
導
計
画
に
基
づ
き
、
ま

た
、
生
徒
の
実
態
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
生
徒
に
と
っ
て
の「
合
意
形
成
」
や

「
意
思
決
定
」の
場
と
な
る
Ｈ
Ｒ
活
動
の
指
導
案
を
作
成
し
ま
す
。

　

Ｈ
Ｒ
活
動
の
指
導
案
作
成
で
も
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
を
活
用
。
沖
縄
の
研
修
会
で
は
、先
生

た
ち
が
４
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、12
ペ
ー
ジ
の
年

間
指
導
計
画
を
基
に
、２
チ
ー
ム
は
「
行
事

（
商
店
街
で
の
リ
ア
ル
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）に

向
け
て
合
意
形
成
を
図
る
Ｈ
Ｒ
活
動
」の
指

導
案
を
、も
う
２
チ
ー
ム
が「
行
事（
地
域
の

子
ど
も
た
ち
へ
の
学
習
支
援
）の
あ
と
で
自

己
の
目
標
の
意
思
決
定
を
す
る
Ｈ
Ｒ
活
動
」

の
指
導
案
を
作
成
し
た
。

　

ま
ず
は
何
を
目
指
し
て
一
連
の
Ｈ
Ｒ
活
動

に
取
り
組
む
の
か「
題
材
」を
設
定
。そ
の
際

は「
生
徒
の
実
態
か
ら
ど
ん
な
資
質
・
能
力

を
育
む
か
」を
考
え
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。

Ｈ
Ｒ
活
動
の

指
導
案
を
作
成
、

展
開
を
考
え
て
み
る

３
〜
４
人
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、１
ま
た
は
２

い
ず
れ
か
の
指
導
案
を
作
成
す
る

１・ 

中
心
的
な
学
校
行
事
に
向
け
た
事
前
指
導

と
し
て
、ク
ラ
ス
で
何
を
す
る
か
全
員
で

「
合
意
形
成
」を
図
る
Ｈ
Ｒ
活
動
の
指
導
案

２・ 

中
心
的
な
学
校
行
事
を
終
え
た
あ
と
の
事

後
指
導
と
し
て
、生
徒
が
自
己
の
目
標
の

「
意
思
決
定
」を
す
る
Ｈ
Ｒ
活
動
の
指
導
案

指導案作成の条件 【
指
導
案
作
成
の
条
件
設
定
】

ワークシートで題材とねらいを定める

誌上研修会

※ダウンロードサイト：リクルート進学総研 ＞＞ 発行メディアのご紹介 ＞＞ キャリアガイダンス（Vol.428）

題材を設定する

学習指導要領をしっかり把握して、
全体計画や年間指導計画に沿って
行う活動について、先のゴールまで
見据えて題材を設定する。

 学習指導要領のHR活動の
12内容項目に当てはまるか

題材設定の理由を練る

その題材に挑む理由を「生徒がこう
で、こんな力を育むため」と自校の実
情を踏まえて明確にする。

 特別活動の三つの視点から
生徒の実態を捉えているか

今日のワークは架空
の生徒の実態を共有
したけど、どの学校で
もやるといいよね。教
員の課題感や意識を
そろえるためにも。

指導のねらいを定める

「～が身に付いている（～につい
て理解している）」「～ができる（～
している）」「～しようとしている」の
語尾に落とし込むと、資質・能力の
三つの柱に沿ったねらいになる。

評価の観点を考える

活動の評価も、「知識・技能」「思考・
判断・表現」「主体的に学習に取り
組む態度」の評価規準に沿って行え
るよう整理。

この活動のみのねらいと短
絡的に考えず、全体計画の
目標も踏まえたいよね。

育成したい資質・能力の視点で「特別活動」を捉え直す
学びをつなぎ、未来へつなぐ 「特別活動」
誌上研修会
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「
生
徒
の
現
状
を
よ
く
見
て
く
だ
さ
い
。
よ

い
点
や
足
り
な
い
点
は
何
で
、ど
ん
な
力
を

育
み
た
い
か
。
そ
の
実
態
を
捉
え
る
眼
鏡
に

活
用
し
て
ほ
し
い
の
が『
人
間
関
係
形
成
』

『
社
会
参
画
』『
自
己
実
現
』の
特
別
活
動
の

三
つ
の
視
点
で
す
」

　

続
い
て
一
連
の
Ｈ
Ｒ
活
動
の
中
心
と
な
る

議
題
や
題
材
、そ
の
時
間
の
ね
ら
い
、授
業

展
開
、事
前
・
事
後
の
指
導
も
練
る
。
授
業

の
展
開
で
は「
生
徒
が
自
分
事
で
捉
え
ら
れ

る
か
」が
大
事
だ
。

 

「
議
題
や
題
材
は『
ク
ラ
ス
の
現
状
に
合
う

か
』『
切
迫
感
が
あ
る
か
』を
吟
味
し
て
く
だ

さ
い
。
例
え
ば
Ｈ
Ｒ
活
動
で
い
き
な
り『
20
年

後
の
自
分
を
考
え
る
』と
や
っ
て
も
、生
徒
に

は
切
迫
感
が
あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
よ
り
も『
体

育
祭
で
各
自
が
何
に
挑
む
か
、ど
ん
な
力
が

必
要
か
』は
切
迫
感
が
あ
る
。
そ
れ
を
切
り

口
に『
体
育
祭
で
何
が
で
き
た
？　

そ
の
で

き
た
こ
と
は
社
会
や
会
社
で
ど
う
活
き

る
？
』と
つ
な
げ
た
ら
自
然
な
流
れ
で
20
年

後
の
こ
と
が
自
分
事
に
で
き
る
の
で
は
」

　

特
別
活
動
の
特
質
、「
集
団
活
動
」と「
実

践
的
な
活
動
」を
確
認
す
る
こ
と
も
重
要
だ
。

 

「
Ｈ
Ｒ
の
集
団
活
動
は『
ク
ラ
ス
全
体
で
物

事
を
決
め
る
』の
が
醍
醐
味
で
す
。『
合
意

形
成
』を
す
る
授
業
な
ら
必
ず
ク
ラ
ス
全
体

で
の
話
合
い
を
入
れ
ま
す
。
自
己
の『
意
思

決
定
』を
す
る
授
業
な
ら
、終
始
一
人
で
は
考

え
ず
、小
集
団
で
構
わ
な
い
の
で
話
合
い
を

経
て
決
定
す
る
過
程
を
入
れ
ま
す
。問
題
は
、

そ
う
し
て
決
め
た
こ
と
を
、そ
の
Ｈ
Ｒ
活
動

中
に
実
践
ま
で
行
う
の
は
難
し
い
こ
と
。
だ

か
ら
『
実
践
し
よ
う
と
す
る
意
欲
付
け
』が

実践への意欲付け

生徒が合意形成・意思決定したこと
を振り返り、実践への意欲につながる
よう促す。

こんな発問や、こん
な話し合いの仕方
をしたら、生徒はど
う動くかな？　その
想像力が必要なよ
うに思う。生徒による宣言、振り返りシート

の記入、廊下への掲示などが
考えられるかなあ。

本時の導入や
展開を考える

合意形成を図る活動では、司会の生
徒が議題を提案。意思決定を目指す
活動では、原則教師が議題を示し、話
し合いを進める。

 合意形成を、一部の生徒でな
くクラス全体でしているか
 集団で互いのよさや可能性
を引き出したうえで意思決定
をしているか

本時の題材（議題）
ねらいを置く

HR活動を通して、みんなで合意形成
を図る「議題」、または意思決定を目
指す「題材」を設定。その授業のねら
いも明らかにする。

 題材（議題）は生徒が自分事
として捉えられるものか
 ねらいに置く資質・能力は生
徒の実態に合うものか

飛躍したねらいでは授業が空
転しそう。生徒から登る階段が
見えるようなねらいにしたい。

ワークシートで授業の展開を考える

誌上研修会

事前・事後の
指導を考える

取り組む「題材」が１コマのHR活動だ
けでやりきれないときは、前後のHR活
動や朝や放課後を活用することも。

日頃から計画的に思考や議論
を促すことが、合意形成や意思
決定の質を高めるのかもね。

※ダウンロードサイト：リクルート進学総研 ＞＞ 発行メディアのご紹介 ＞＞ キャリアガイダンス（Vol.428） 162019 JUL. Vol.428



大
事
。
教
員
の
指
図
で
は
な
く
、生
徒
が
本

当
に
自
分
た
ち
で
合
意
形
成
や
意
思
決
定

を
す
る
、そ
れ
が
ま
さ
に
実
践
へ
の
意
欲
付

け
に
な
る
ん
で
す
よ
。
も
ち
ろ
ん
、一
定
の
期

間
を
お
い
て
実
際
に
実
践
で
き
た
か
振
り
返

り
を
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
で
す
」

　

指
導
案
を
作
成
し
た
ら
、ポ
イ
ン
ト
だ
け

で
も
模
擬
授
業
を
し
、振
り
返
り
ま
で
行
い

た
い
。
研
修
会
で
は
、そ
の
過
程
で
生
徒
へ
の

配
慮
不
足
に
気
づ
い
た
り
、特
別
活
動
の
可

能
性
を
実
感
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
、ま

た
と
な
い
機
会
と
な
っ
た
。

活動は、優れた指導案さえあればうまくいく、というもので
はありません。年度や学年あるいはクラスが違えば、生

徒の実態は異なります。前年度と同じ活動をするにしても、前
年度踏襲ではなく、今回の研修のように、生徒をしっかりと見取
るところから始め、その生徒にどんな資質・能力を育みたいか、そ
のためにベストな授業展開は何か考えてほしいと思います。
　展開を考えるときは、ピラミッドチャートやワールドカフェのよう
に、生徒の思考や対話を促すツールを教員がたくさんもち、実
践経験も積むほど、目の前の生徒に合った授業を組み立てて
いけるでしょう。

指
導
案
に
基
づ
い
て

模
擬
授
業
を
し
て

振
り
返
っ
て
み
る

指導案を基に模擬授業をして意見交換する

誌上研修会

自校でHR活動の指導案を作るときは

HR

長田先生からのアドバイス

「指導案づくりのワークシートでは、生徒
の動きを想像して授業展開を考えるべき
だけど、展開をなぞるだけの授業になる
と生徒に響かない。より大事なのは指導
のねらいで、HR活動でどんな資質・能力
を育むのか、その目標を見失わず、状況
に応じた授業を行いたいと思いました」

「生徒が合意形成や意思決定をしていけ
るよう、支援するツールを教員がもっておく
必要性を感じました。話の時系列を気にす
ることや、逆算して時間配分を考えること
など、大人が何気なくしていることをもっと
言語化して示すことに加え、さまざまな思
考ツールを私たちも学んでいきたいです」

「HR活動１時間だけで合意形成できる
かな、と思ったのですが、４月から各教科
の授業でも話合い活動を行い、思考や
議論をする手立ても示していけば、この
時期には生徒の成長が見込める、と思
い直しました。年間を通して計画的に資
質・能力を育む大切さを感じました」

「現実の政治も合意形成や意思決定
に苦戦していることを思うと、HR活動は
主権者教育――自分の考えをもって他
者と協働しながら社会を形成していく力
を育むことにも通じると感じました。HR活
動に本気で取り組むことが、社会を変え
ることにつながるのだと思います」

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
振
り
返
り
、

全
体
で
シ
ェ
ア
し
た
際
の
先
生
た
ち
の
感
想

指
導
案
と
模
擬
授
業
を
振
り
返
る

行事（商店街でのリアルインターンシップ）に向けて
合意形成を図るHR活動

行事（地域の子どもたちへの学習支援）のあとで
自己の目標の意思決定をするHR活動

自分の得手不得手を見つけ、役割を考えよう
→HR活動の12内容項目の（１）イ

題 材

①小集団での話合い活動（得意なものが近い人同士で）
②小集団での話合い活動（得意なものが違う人同士で）
③クラス全体での話合い活動を経て合意形成

展開

商店街で、クラスで何をやるか本時の議題

振り返り後、話し合った内容掲示、実践への意欲付けまとめ

司会の生徒より今日の話合いの流れの説明導入

なりたい大人になるために
→HR活動の12内容項目の（２）ア

題 材

①個人による自己評価→ペアで共有
②小集団での話合い活動で相互評価
　（行事の来校者アンケートも活用）
③個人による意思決定（成長と足りない部分を内省）

展開

前期を振り返って（やる気スイッチを押そう）本時の題材

次の行事や学校生活でがんばることを、生徒が宣言まとめ

写真で振り返り（４月から自分はどのように成長した？）導入

事例 事例

「話し合おうと促すだけでは、生徒が戸惑うこともありそうです。生徒
の話合いが進まないときはどう支援しますか？」Q

「まずはビブリオバトルのように各自が得意なものを宣言してから、やり
たいことを付箋に書き出すイメージでした」A

「小集団での話合い活動はワールドカフェもよいかもしれません。ここ
で大事なことは、クラス全体での話合い活動。安易な多数決にならな
いよう互いのよさや可能性を生かし合う話合いに導きたいものです」

「直近の中心的な学校行事から振り返るのではなく、4月から上半期
全部を振り返ることにしたのはなぜですか？」Q

「これまでの行事につながりをもたせ、年間を通してがんばる目標があ
る、という意識づけをしたいと考えました」A

「直近と上半期どちらを振り返る場合もありえて、そこはまさに生徒の
実態をどう捉え、何を目指すかで変わるんですよ」

育成したい資質・能力の視点で「特別活動」を捉え直す
学びをつなぎ、未来へつなぐ 「特別活動」
誌上研修会
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